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※ユニバーサルデザインフォント「みんなの文字」
を使用しております。

第９３回 都市対抗野球第二次予選東北大会

◇◆試合結果◆◇

本戦1回戦 VS 七十七銀行（0対10）

敗復1回戦 VS 水沢駒形野球倶楽部（1対12）

エフコムベースボールクラブ 西牧 正晴 部長より大会のコメントをいただきました！

西牧 正晴 部長

お忙しいところ遠方より沢山の皆様に本大会の応援に足を運んで頂き誠にありがとうござい
ました。
選手、スタッフを代表して感謝申し上げます。
結果は不本意でありましたが、チームメンバーはまだ若く、経験値も低い中、
最後まで一生懸命に戦ってくれたこと、誇りに思っております。
この悔しさを次のクラブ選手権に活かしてくれると信じています。
今後も熱い声援をお願い致します。
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1回裏から、センターヒット、ホームランで５得点を許してしまう結果になり、苦しい展開となりました。
その後も奮闘しますが、相手からの追加得点で、0-10の7回コールド負けという非常に残念な結果となりました。

小川 佳斗 選手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

大内 遼河 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：県立福島高校 ⇒ 東北学院大学

本戦１回戦 VS 七十七銀行

芳屋 快 選手 ＜抑え＞
投手/出身校： 秋田県立能代松陽高校 ⇒ 福島大学

試合後のコメント

途中（５回裏）、雨で２時間の中断もあり、復調することが出来ず０ー１０（７回コールド負け）という想定外
の惨敗となりました。
これで敗者復活戦へ回ることとなりました。

ここから挽回して勝ち上がり、なんとか全国大会出場へと踏み出してもらいたいです。
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敗復１回戦 VS 水沢駒形野球倶楽部

試合後のコメント

4回表、5回表に相手側のヒットにより、4得点を許してしまいました。
5回裏に八百板選手のセンター越えの犠牲フライにより、1点を返すことに成功しますが、6回表と7回表にヒットとデッド
ボール、フォアボール、内野エラー等により、8失点となりました。
その後も反撃出来ず、最終スコアは1-12という結果となりました。

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学

芳屋 快 選手 ＜中継ぎ①＞
投手/出身校： 秋田県立能代松陽高校 ⇒ 福島大学

大内 遼河 選手 ＜中継ぎ②＞
投手/出身校：県立福島高校 ⇒ 東北学院大学

佐藤 翔 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：東海大学山形高校 ⇒八戸学院大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

クラブチーム相手に非常に残念な結果となり
ました。
この後、間もなくクラブ選手権の福島予選も
始まりますが、不安を残す状況です。
精神面も含めて見直しと立て直しが必要と思
われます。
今回の都市対抗野球第二次予選の教訓が今後
に生かせることを期待します。
新たな”START LINE”(Team Slogan) に立ち、
リスタートを切りましょう！
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